
今月の担当は重田でした。 
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6 月の予定 

6月 11日（水） 工賃支給日 

6月 14日（土） 田植え体験 

 

現場が輝いてこそ、崇高な理念や素晴らしい建物も価値を持つ vol.2 

～２０２４(R6)年度 WH高砂 ・ 納豆工房 ・ GHエピソード集より～ 

副施設長 亀山 隆幸 
 
今回は、昨年度からスタートした＜WH高砂・納豆工房・GHエピソード集＞より抜粋します。 

WH では、中高等部の実習生徒さんを多数受け入れています。正確にタオル等をたためている方もおられれば、

実習時点では難しい方もおられます。 そこでの支援員の問題意識のもとに綴られたエピソードをあげてみます。 

 

 

 

 

特別支援学校（中学部・高等部）等の実習担当をさせていただいた。 

昨年一年間で約 15名の方が実習や体験会に参加された中で、「何をもってクリーニング作業の上

達が見込めるのか？」という目安ってあるんだろうかと頭によぎった。 

クリーニング作業の中で「端を合わせる」「綺麗に積んでいく」ことをWHの利用者さんには常々

言っており、実習生に対してもそれが出来るように指導してきた。 
 

ある実習生の方を指導していた際、たたむことは元より指先をつかって「つまむ」ことが難しく、

タオルをギュッと握る事しかできなかった。この 「 つまむ 」 がキーポイントではないかと思え

てきた。 

具体的には、Ⓐ 親指と人差し指・中指の 3本の指で端をつまんでいるのか？、Ⓑ 5 本全ての指

でつまんでいるのか？である。 今まではたためる人しか見てこなかった為、気にすることもなかっ

た。今回の発見でクリーニング作業をする中で、どの作業においても指先をしっかりとつかえてい

るのかがとても重要なポイントであり、ワークホームで仕事をする為の第一歩だと気づかされた。 

 

 

 

 

 

 
【 コメント （亀山） 】 

あかりの家在職時、トモニ療育センターの河島先生（故）から、「最重度で言葉のない方でも、指先が

使える人は職人になれる！」とコメントいただいたことがあった。  

最重度の方で、この指先を使える方を見ると、その過去には幼児～学齢期の家族や療育・教育関係

者の涙ぐましい関わりを想像する。 

今回の気づきを、次は “ 確かめ （検証） ” のステップへ！   

その過程を“オモシロい”と感じれたら、それは成長につながる資質であり、私は輝きを感じます。              

 「何をもって タオルたたみの上達が見込めるのか？                        

WH高砂 長瀬 圭佑 

 

2024年度の平均工賃 

 2024年度平均工賃は、2023年度から B型で 592円、生活介護で 3,077円向上することがで

きました。2025年度からは施設外就労を開始し更なる工賃財源を確保する事としています。

また、クリーニング作業においては、出荷に直結した重要なポジションの作業を「特殊業

務」と位置づけ、特殊作業手当金を支給することといたしました。施設外就労についても施

設外就労手当金を支給いたします。 

 今年度も少しでも工賃が向上するよう頑張っていきたいと思っています。    （楠） 

B 型…48,655 円  生活介護…27,721 円 



新任職員紹介

 

4月からワークホーム高砂で働いています。山口美香です。 

前職は生活介護事業所で 8年勤務していました。 

色々教えてもらいながら毎日楽しく仕事をしています。 

言葉足らずで至らないこともあるかと思いますがよろしくお

願いします。                 (山口) 

 5月 10日（土）に 2025年度、ワークホーム高砂・納豆工房なっとこちゃん保護者

会総会が開催され、保護者さん・利用者さん合わせて 32名に参加いただきました。  

議案も滞りなく議決されました。今年度は新たに 7名の新規利用者を迎え入れ、総

会にもご出席していただきました。今年度も保護者会と協力し楽しい行事を企画し

て、少しでも利用者さんの生活が豊かなものになるようにしていきたいと思います。

是非とも行事への参加よろしくお願いします。             (楠) 

 

5月 10日（土）に作業場の大掃除を職員で行いまし

た。半年ぶりの天井掃除で雪のように舞い落ちる埃の

中、ワークホーム高砂に新たに加わった吉永支援員、山

口支援員補助が大奮闘して下さり、作業場全体が見違え

るように綺麗になりました。今年度は朝に利用者さん、

職員が協力し清掃を行っているので、みんなの作業場を

みんなで綺麗に維持し、気持ちよく作業を行っていきた

いと思います。               （楠） 

 

 

 現在、個別支援計画の更新に伴い懇談会を

実施しています。ワークホームでの作業の様

子や、ご家庭での過ごし方を中心に、困って

いることや要望などを直接話せる年に 2回の

機会となります。是非普段思っていることや

気になることをお気軽にお申し付けくださ

い。              （重田） 

  

 5月 17日(土)に開催されたのじぎく

スポーツ大会、フライングディスクに

常峰さんと森崎さんが参加され、２人

とも銀メダルを獲得することができま

した。競技中は普段とは違う真剣な表

情、メダルを貰った時はとてもいい笑

顔を見せてくれました。来年も参加し

たいとのことだったので、金メダルを

目指して頑張ってもらいたいです。 

（野村） 

 

 ５月 14日にひでかつ給食さんと会議を行い、

職員や利用者さんの意見を集約し、お伝えさて

いただきました。6月 14日（土）の田植え体験

のあとには保護者の皆様の給食試食会を実施い

たします。価格改定に伴い、保護者の皆様の意

見も取り入れながらより良い食事提供ができる

ようひでかつ給食さんと協力していきたいと思

います。ぜひご参加お願いします。 （新山） 

 


